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ラムに含まれていない現状について述べられ、大学でのス

タディツアーにおいて、世界観が広がった学生の体験談を

述べられた。全体的に概念的な話が多くなりがちな中で、

啓発される学生側からの意見があったことは大きかった。

　自由発表では、 1 から 4 までの分科会に分かれての発表

となった。日本からは、私のほか、風巻浩先生が発表され

た。特に風巻先生の発表は参政権が18歳に付与されること

を念頭においた各政党へのマニフェスト・リクエストワー

クショップであり、実際に各政党から生徒たちがマニフェ

ストを聞いてこさせるという手法は、非常に反響があっ

た。韓国の議員は日本の議員よりも行政監査に関する権限

が強いことも一因にあったようである。

　総合討論では、特に話題となったのは語句に関すること

であった。「世界市民教育」「グローバル市民教育」または

「グローバルシティズンシップ教育」なのか、その内容の

差を巡っての議論が行われた。理論的な部分のクリティー

クと同時に、教育実践者としてその差には大きな意味性が

あるのかといった議論にまでなり、韓国の風通しのいい議

論が可能な環境に敬服すると同時に、日本でも議論となる

可能性を感じた。

感謝－２つの学会が交わる国際理解－

　毎年、学会のご厚意で訪問させていただいている。 2 日

目は教育行政の方々を交えての重要な会議となり、その前

日の会員の方々が大忙しの中でも、我々日本側参加者に対

しては始終気を使っていただき、丁重なるおもてなしを受

けた。この紙面を借りて感謝申し上げたい。学会としての

つながりと、会員同士のつながり。この ２ つの絆がより強

固となり、更なる時代を切り拓いていくことを切望してい

る。この場で行われる議論は、まさに国際理解である。ぜ

ひ多くの会員の方々にこれからの自らの実践・理論を交え

させる、本当の国際理解の場としてのご参加をお勧めしたい。

理　事　会　報　告
事　務　局　

臨時常任理事会

　2014年度臨時常任理事会が、『国際理解教育ハンドブッ

ク』の編集委員会に合わせて2014年10月 4 日（土）に中

央大学市ヶ谷田町キャンパスにて開催された。全常任理事

6 名が出席し、学会誌の特集テーマ、大津和子編『日韓中

でつくる国際理解教育』（明石書店）における地図表記、

ESD10年 後 のGlobal Action Program（GAP） について審

議、検討が行われた。学会誌の「特集テーマ」に関して

は、「紀要編集委員会において決定し、同委員会が編集す

る責任を負う」、「理事は、申請書により特集テーマを申請

することができる」等が確認された。また、『日韓中でつく

る国際理解教育』における地図表記に関しては、永田常任

理事より、当該表記にかかわり韓国と中国の関係者から抗

議があったことについて経緯と収拾について理事会にも説

明して欲しい旨の発言がなされ、編集責任者の大津常任理

事から経緯の説明がなされ、大津理事と藤原会長で説明文
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• 開 催 日 程：2015年6月13日－14日 • 開 催 会 場：中央大学多摩キャンパス

• 実行委員長：森茂岳雄 • 実行委員会：福山文子・青木香代子

日本国際理解教育学会第25回研究大会開催のお知らせ

事　　務　　局　　通　　信

近日刊行図書のご案内
◦日本国際理解教育学会編　　『国際理解教育ハンドブック』（明石書店）

書を作成し理事に送ることとした。ESD10年後のGlobal 

Action Program（GAP）に関しては、2014年11月に名古屋

で開催されるESDに関するユネスコ世界会議の交流セミ

ナーに、藤原会長が出席・発表を予定であることが報告さ

れ、今後の理事会で協議することとなった。

第2回理事会

　2014年度第 2 回の理事会が、常任理事会に合わせて

2014年12月20日（土）に中央大学駿河台記念館にて開催

された。理事13名及び事務局 1 名を含め計14名が出席し

た。各委員会からの報告、次年度研究大会の進捗状況、韓

国学会参加報告、『国際理解教育ハンドブック』の編集に

ついて、ESD交流セミナーについて、（独）大学評価・学位

授与機構泉温委員会候補者の推薦について報告が行われ

た。また、HPの改善、博士論文に関する著作権規定につい

て審議された。

　各委員会からは、「21号の編集進捗状況」、「兵庫県尼崎

小田高等学校における公開会研究会」、「10年という節目を

迎えた民博ワークショップにかかわる今後の方向性」をな

どについての報告がなされ、また、「会報や紀要などを通し

て、ESDに関するユネスコ世界大会において活躍している

理事をはじめ会員の方々との情報共有を行ってはどうか」

といった提案も行われた。第25回研究大会の進捗状況につ

いては、「ポスターセッションを取り入れる」、「シンポジ

ウムに関しては、『グローバル・シティズンシップの育成

と国際理解教育』とのテーマで行う予定」、「特定課題の

テーマは『国際理解教育における実践研究のモデルを探

る』となる予定」などの報告があった。

　また、HPの改善については、「フェイスブックとリンク、

スマホからのアクセスを可能とする予定」、「学会のHPは、

記録を中心に。広報に関しては、フェイスブックなどを活

用する」、「カテゴリー化して整理、精査をし、すっきりと

したHPにしたらどうか」、「書き込みできるアクセス権は、

委員長に限定する」などの意見が出され、今年度中にリ

ニューアルを行うことが決まった。また、予算については

予備費から支出する。

寄　　贈　　図　　書

◦小島文英『ミャンマーの社会科』渓水社、2014年

◦長濱博文『フィリピンの価値教育－グローバル社会に対応する全人・統合アプローチ』九州大学出版会、2014年

◆会員の図書・文献寄贈のお願い

会員の皆様が関わられました図書、報告書、教材などがございましたら学会にご寄贈下さい。紹介させていただきます。
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　会報Vol.46をお届けします。今回も諸般の事情で私が担当することになりました。手前味噌になりますが、本学

会は、他学会に比べると、会員の皆様に支えられて、理事会での議論や研究・出版活動など能動的ではないかと

思っています。ニューズレターからその一端でも汲み取ることができれば幸いです。

 藤原　孝章

編 集 後 記

新　　入　　会　　員

以下の22名が2015年 3 月20日までに入会を承認されました。

氏　名 所　属
酒井　佑輔 鹿児島大学生涯学習教育研究センター
坂山　英治 高知県四万十町立窪川小学校
梅村　尚子 東京農工大学リーディング大学院プログラム
隅田　周悟 神戸大学大学院
北脇　　学 明治大学国際連携機構
大塚　　圭 中央大学杉並高等学校
樊　　士進 大阪府立大学大学院
寺澤　　薫 中央大学附属横浜中学校・高等学校
畑江　美佳 鳴門教育大学
井上　志音 灘中学校・灘高等学校
半澤ゆかり 神奈川県立有馬高等学校

氏　名 所　属
小野寺美奈 早稲田大学大学院
幸田　　隆 愛知県豊田市立若林東小学校
森田　育志 神戸大学附属中等教育学校
東　　優也 帝京大学（学生）
田村　和之 鳴門教育大学
松倉紗野香 埼玉県上尾市立東中学校
丸山　貴彦 早稲田大学大学院
箕曲　在弘 東洋大学社会学部
山崎　瑛莉 上智大学大学院
高城　宏行 神戸大学日欧連携教育府
黒部　香与 東京工科大学大学院

事務局からの連絡とお願い

◆年会費納入のお願い
　2014年度の会費をまだ納入されていない方は、できるだけ速やかな納入をお願いいたします。納入いただいた方には、

学会誌『国際理解教育』Vol.20を御届け致します。

　●正会員8,000円　学生会員4,000円　団体会員30,000円

　●振込先（ゆうちょ銀行以外からの振り込みには店名、店番が必要となります）

　　ゆうちょ銀行から：記号00120-5、番号601555 　加入者名　日本国際理解教育学会

　　他の金融機関から：店名〇一九（ゼロイチキュウ）店番019、預金種目　当座預金、

　　　　　　　　　　　口座番号　0601555　　加入者名　日本国際理解教育学会

◆住所・所属等変更連絡のお願い
　ご所属、ご住所などに変更がありましたら、事務局までE-mail （jaie@tamacc.chuo-u.ac.jp） にてご連絡いただきたくお願

いいたします。

◆学会誌『国際理解教育』バックナンバーの購入手続きについて
　明石書店から発行されております『国際理解教育』の16号以降につきましては、お近くの書店にてご購入が可能です。

それ以前の紀要につきましては、事務局にて販売致しております。在庫希少で販売できない号もございますが、ご購入を

ご希望の方はお気軽に事務局までお問い合わせください。会員価格でご購入いただけます。

◆フェイスブックのご案内
　学会からの発信ツールとして、これまでのホームページ（http://www.kokusairikai.com/）に加え、あらたにフェイス

ブックを活用することとなりました。ご興味のある方は、是非フォローしてみてください。
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